「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
１，日　時　平成26年10月2日（木）9：00～12：30

２，場　所　松江市立第一中学校　調理室及びプレイルーム前ベランダ、畑

３，対　象　特別支援学級12名

４，指導者　複式学級担任3名・支援員1名

　　　　　　島根県埋蔵文化財調査センター職員1名

５，テーマ　古代の人々の生活を体験しよう　～火おこしと古代食作りの体験を通して～

６，ねらい　・身近な地域の遺跡から出土した遺物を見学することにより、地域の文化財や歴史について興味・関心を高める。

　　　　　　・古代食作りの体験を通して、古代の人々の生活の知恵や工夫を知る。

７，展　開
	時間
	学習活動
	指導者の支援・配慮事項（主たる指導者）
	準備物

	9：00～
9：10

	オリエンテーション
（プレイルーム）
	・講師の紹介。
・今日の学習の流れについて確認する。

（学級担任）
	

	9：10～
9：30
	古代の一中校区の遺跡や遺物について知る
（プレイルーム）
	・松江市近郊の遺跡を紹介し、身近な地域にも遺跡がたくさんあることを伝える。また、その遺跡から出土した遺物を見学する。
（埋セン）
	説明資料や遺物（埋セン）


	9：30～

9：45
	古代人の食生活について知る

（プレイルーム）
	・古代人が食べていたもの、調理法について、本物の土器等の見学を交え伝える。

・古代食体験の全般的な説明し、活動内容を伝える。（埋セン）
	説明資料や遺物（埋セン）



	9：45～

10：15

	火おこし体験
（ベランダ、畑の前・雨天時はベランダの屋根の下か教室内でブルーシート敷で）


	・火おこし体験をする。

・火おこしの道具を3組用意し、3人1組で行う。教員がそれぞれのグループに付き、安全の確認を行う。

・生徒は順番に挑戦し、火がつかなくても時間が来たら終わる。

（教員・埋セン）
	火おこしの道具・
消火用水・
ブルーシート（埋セン）

	10：15～

11：30

11：30～

11：45

11：45～

12：00
	古代食作り体験
　・古代米を炊こう

　　（畑で。10：15～）

　

・ドングリハンバーグを作ろう

　　（調理室で。10：30～）

古代食の試食

（ベランダ）

学習のまとめ

（プレイルーム）
	・畑の中央にコンクリブロックで炉を作り土器で古代米を炊飯する（炊飯場所は前日までに準備）。

・衛生面に気をつけ、着火管理は職員が行う。

・調理室へ移動し、どんぐりハンバーグを作る。

・衛生面に気を付けて手洗いをし、調理活動に臨む。

・3人一グループで、調理活動に取り組む。教員はそれぞれのグループについて、安全に留意する。

・ハンバーグをこねたあと、外の炉に瓦を用意し、その上で焼く。

（教員・埋セン）
・炊きあがった古代米と焼き上がったどんぐりハンバーグを試食する。
・体験の感想を発表する。アンケートを記入する。
（教員）
	・コンクリブロック、食材（ミンチ・ウズラ玉子・長芋）・調理用具（ボウル・箸等）
は学校。

・炊飯用土器、薪、炭、赤米・クルミ・ドングリ粉は埋セン。
・食器（椀や皿、箸）は学校。

・アンケートは埋セン。

	12：00～


	後片付け
	・自分たちが使った道具などを片付ける。

・手伝うことができる生徒は、火おこしの道具などの片付けをする。

・炉は熱いのでしばらく放置しておき冷めてから教員が片付けをする。

（教員・埋セン）
	


・雨天時は調理室で炊飯器で古代米炊飯・試食を行う。
・赤米は前日洗って一晩水につける。
